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【技 1-13-3】 

収集運搬車両の確保とルート計画にあたっての留意事項 
 

災害廃棄物の収集運搬は、対応時期によって異なるため、災害予防、発災時・初動期、仮置場・再資

源化施設・処理処分先等への運搬時に分けて考える必要がある。 

時期毎の収集運搬車両の確保とルート計画を検討するにあたっての留意事項を以下に示す。なお、以

下の内容は「災害廃棄物分別・処理実務マニュアル」（一般社団法人廃棄物資源循環学会・編著）を参

考に作成したものである。 

 

【災害予防】 

・地元の建設業協会や産業廃棄物協会等と事前に協力体制及び連絡体制を確保しておくとともに、関係

団体の所有する収集運搬車両のリストを事前に作成しておく。 

 

【発災時・初動期】 

 災害時には、建物損壊等によって直接発生する災害廃棄物だけではなく、避難所から発生する生活ご

み（避難所ごみ）についても考慮する必要がある。 

 

表 収集運搬車両の確保とルート計画を検討するにあたっての留意事項（発災時・初動期） 

留意事項 
災害廃棄物全般 生活ごみ（避難所ごみを含む） 

・ハザードマップ等により処理施設の被災状況等

を事前に想定し、廃棄物の発生場所と発生量か

ら収集運搬車両の必要量を推計する。 
・災害初動時以降は、対策の進行により搬入が可

能な仮置場が移るなどの変化があるため、GPS
と複数の衛星データ等（空中写真）を用い、変

化に応じて収集車両の確保と収集、運搬ルート

が変更修正できる計画とする。 
・災害初動時は廃棄物の運搬車両だけでなく、緊

急物資の輸送車両等が限られたルートを利用す

る場合も想定し、交通渋滞等を考慮した効率的

なルート計画を作成する。 
・利用できる道路の幅が狭い場合が多く、小型の

車両しか使えない場合が想定される。この際の

運搬には 2 トンダンプトラック等の小型車両で

荷台が深い車両が必要となる場合もある。 
・直接、焼却施設へ搬入できる場合でも、破砕機

が動いていないことも想定され、その場合、畳

や家具等を圧縮・破砕しながら積み込めるプレ

スパッカー車（圧縮板式車）が活躍した例もあ

る。 

・避難所及び被害のなかった地域からの生活

ごみを収集するための車両（パッカー車）

の確保が必要となる。そのためには、発災

直後の混乱の中で収集車両及び収集ルート

等の被災状況を把握しなければならない。

・発災直後は粗大ごみ等の発生量が増え、通

常より廃棄物の収集運搬量が多くなるた

め、通常時を超える収集車両や人員の確保

が必要となる。 
 

 

【仮置場・再資源化施設・処理処分先等への運搬時】 

・災害廃棄物の運搬には 10 トンダンプトラックが使用されることが多い。収集運搬が必要な災害廃棄

物量（推計値）から必要な車両台数を計画する。 

・仮置場への搬入は収集運搬車両が集中する場合が多く、交通渋滞に配慮したルート計画が要求される。
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ルート計画の作成に当たっては、できるだけ一方通行で完結できる計画とし、収集運搬車両が交錯し

ないように配慮する。 

・災害廃棄物の搬入・搬出量の把握のためには、仮置場にトラックスケール（車体ごと計量できる計量

装置）を設置したり、中間処理施設において計量したりすることが考えられる。ただし、それらの設

備が稼働するまでの間や補完のため、収集運搬車両の積載可能量と積載割合、積載物の種類を記録し

て、推定できるようにしておくことも重要である。 

・災害廃棄物の運搬には、交通渋滞の緩和等のため、船舶を利用することも考えられる。 

 

 


